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伝
能
阿
弥
筆
「
三
保
松
原
図
」
の
復
元
的
考
察

中

島

紀

子

は
じ
め
に

伝
能
阿
弥
（
一
三
九
七
〜
一
四
七
一
）
筆
「
三
保
松
原
図
」（
兵
庫
県
立
美
術
館

頴
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵

図
1
）
は
、
水
墨
技

法
に
よ
っ
て
日
本
の
風
景
を
描
い
た
優
品
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
て
き
た（1
）。

し
か
し
、
作
品
紹
介
や
、
室
町
絵
画
研
究
・
阿
弥
派
研

究
の
一
端
に
お
い
て
慎
重
に
扱
わ
れ
な
が
ら
も
、
個
別
研
究
と
し
て
は
藤
懸
静
也
氏
の
一
九
五
二
年
発
表
論
文
、
大
西
廣
氏
の
一
九

八
一
年
の
論
考
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
行
わ
れ
た
第
五
十
六
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
（
於
関
西
学
院
大
学
）
で
の
千
方
可
氏
の
口

頭
発
表
、
お
よ
び
二
〇
二
一
年
九
月
の
美
術
史
学
会
東
支
部
会
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会
で
の
今
村
采
香
氏
の
口
頭
発
表
が
挙
げ
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。
諸
先
学
に
よ
り
、
伝
承
作
者
の
能
阿
弥
の
時
代
よ
り
も
下
っ
た
、
十
六
世
紀
前
半
頃
の
作
で
あ
ろ
う
と
の
大
ま
か
な
了

解
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
が
、
作
者
に
関
す
る
定
説
は
な
い（2
）。

か
つ
て
の
所
蔵
先
で
あ
っ
た
頴
川
美
術
館
の
調
書
に
よ
る
と
、
本
図
を
納
め
る
古
箱
の
蓋
表
に
は
次
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る（3
）。
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天
和
二
戌
年
十
二
月
常
憲
院
様
拝
領
富
士
三
穗
屏
風
棬
十
二
牧
（
マ
マ
）中

六
幅

　
　

三
穗
松
原
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
阿
弥
筆　
　
　
　
　
　
　

六
幅
中
弐
幅

こ
れ
に
よ
り
本
図
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
か
ら
の
拝
領
品
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
現
在
掛
幅

装
で
六
幅
揃
で
あ
る
が
、「
富
士
三
穗
屏
風
棬
十
二
牧
（
マ
マ
）中

六
幅

三
穗
松
原
図
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
元
は
六
曲
屏
風
で
片
隻
に
は

富
士
が
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
各
幅
と
も
縦
に
五
枚
の
紙
を
継

い
で
お
り
、
そ
の
位
置
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
引
き
手
跡
も
見
え
な
い
こ
と
よ
り
、
制
作
当
時
よ
り
屏
風
の
体
裁
を
と
っ
て
い
た
と
み

て
よ
い
と
思
わ
れ
る（4
）。

本
図
は
水
墨
技
法
で
描
か
れ
た
名
所
絵
と
い
う
、
室
町
絵
画
研
究
に
お
け
る
「
漢
」
と
「
和
」
の
イ
メ
ー
ジ
受
容
の
諸
問
題
を
提

起
す
る
魅
力
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
描
か
れ
た
構
図
と
図
様
の
分
析
に
よ
る
基
礎
的
な
作
品
研
究
を
進

め
、
現
在
六
幅
の
掛
幅
装
で
あ
る
本
図
の
復
元
的
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
概
観

本
図
の
概
観
を
ま
ず
右
第
一
幅
か
ら
順
に
み
て
ゆ
く
。（
以
下
す
べ
て
右
か
ら
の
順
番
と
す
る
。）
第
一
幅
か
ら
第
四
幅
ま
で
に
は
、

画
面
上
か
ら
第
三
、
四
紙
（
以
下
第
○
紙
と
は
す
べ
て
画
面
上
か
ら
の
順
番
と
す
る
。）
に
納
ま
る
よ
う
に
、
右
か
ら
左
へ
と
伸
び
る

汀
を
表
し
松
原
を
描
く
。
そ
し
て
そ
の
上
部
、
第
二
、
三
紙
の
継
ぎ
目
を
基
調
に
遠
山
と
遠
景
の
汀
を
表
す
。
第
一
、
二
幅
の
最
下

部
に
は
、
茅
屋
と
略
筆
の
樹
木
を
描
き
、
外
隈
で
対
岸
を
表
す
。
添
景
と
し
て
帆
影
や
帆
船
、
小
舟
も
描
か
れ
、
水
辺
の
景
で
あ
る
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こ
と
が
提
示
さ
れ
、
か
つ
補
強
さ
れ
て
い
る
。
第
三
幅
の
左
下
隅
と
第
四
幅
の
右
下
隅
に
か
け
て
略
筆
に
よ
る
樹
木
が
描
か
れ
る
。

続
い
て
第
五
幅
の
第
五
紙
に
は
、
木
立
の
中
に
十
ば
か
り
の
簡
素
な
建
物
が
軒
を
連
ね
、
画
面
右
下
隅
か
ら
供
を
連
れ
柵
の
あ
る

門
を
通
ろ
う
と
す
る
騎
馬
（
騎
驢
）
人
物
が
描
か
れ
る
。
門
に
一
番
近
い
建
物
の
付
近
に
は
人
物
が
三
人
集
っ
て
い
る
。
第
五
幅
か

ら
第
六
幅
に
か
け
て
の
第
四
紙
に
は
、
門
が
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
も
一
段
高
い
敷
地
が
描
か
れ
て
お
り
、
第
六
幅
に
は
し
っ
か
り
と
し

た
門
戸
と
、
靄
立
ち
込
め
る
木
立
の
中
に
瓦
屋
根
の
建
物
群
が
み
え
る
。
相
輪
が
聳
え
る
塔
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
第
六
幅
に
は

清
見
寺
を
、
柵
の
あ
る
門
を
描
い
た
先
程
の
第
五
幅
に
は
清
見
関
を
描
い
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
二
幅
は
右
か
ら
俯
瞰
し
、

か
つ
遠
望
す
る
視
点
で
描
か
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
景
は
各
々
の
景
を
取
り
囲
む
よ
う
に
木
立
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
互
い

の
幅
に
跨
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
景
で
あ
り
な
が
ら
連
関
し
た
ま
と
ま
り
を
持
つ
。
第
五
、
六
幅
に
お
け
る
鳥
瞰
図

的
な
俯
瞰
視
点
は
、
同
じ
く
遠
望
し
た
視
点
で
あ
っ
て
も
、
対
象
で
あ
る
モ
チ
ー
フ
と
正
対
し
て
い
る
第
一
幅
か
ら
第
四
幅
ま
で
の

そ
れ
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
景
は
描
か
れ
た
画
面
を
守
る
か
の
よ
う
に
、
描
か
れ
る
各
々
の
紙
面
に
納
ま
り
、
第

五
、
六
幅
の
遠
山
も
、
第
一
幅
か
ら
続
く
第
二
、
三
紙
の
継
ぎ
目
を
遠
景
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
墨
守
す
る
。
こ
う
し
た
紙
継
ぎ

に
よ
っ
て
生
じ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
法
は
極
め
て
理
知
的
な
画
面
構
成
法
で
あ
り
、
本
図
の
特
徴
と
い
え
る
。

第
四
幅
に
お
い
て
第
三
、
四
紙
の
継
ぎ
目
の
上
を
右
か
ら
左
に
湾
曲
し
て
は
し
る
汀
は
、
左
側
に
続
く
景
へ
と
見
る
者
の
視
線
を

誘
う
。
こ
う
し
た
松
原
表
現
の
左
向
性
や
、
そ
れ
を
助
長
す
る
、
第
一
お
よ
び
第
四
幅
の
帆
船
の
描
写
に
み
る
風
向
き
の
表
現
か
ら
、

三
保
松
原
を
描
い
た
本
図
が
右
隻
、
富
士
を
描
い
た
も
う
片
隻
が
左
隻
で
あ
っ
た
と
仮
定
で
き
る
。

大
西
廣
氏
は
、
伝
宗
祇
筆
『
名
所
方
角
鈔
』
の
記
述
と
、
個
々
の
景
物
だ
け
で
な
く
一
定
の
景
観
把
握
に
お
い
て
も
一
致
が
み
ら

れ
る
こ
と
を
提
示
さ
れ
た（5
）。

氏
は
松
原
と
清
見
関
・
清
見
寺
の
あ
い
だ
の
水
辺
を
清
水
港
、
松
原
の
か
な
た
の
遠
景
の
水
辺
を
駿
河

湾
、
そ
し
て
遠
山
を
伊
豆
連
山
と
比
定
さ
れ
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
一
般
的
な
地
図
と
照
ら
し
て
み
て
も
こ
の
比
定
は
首
肯
で
き
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る
。
こ
う
し
た
景
観
構
成
を
も
つ
本
図
は
し
ば
し
ば
日
本
の
実
景
を
描
い
た
水
墨
画
の
優
品
と
し
て
、
同
じ
く
日
本
の
実
景
を
描
い

た
雪
舟
筆
「
天
橋
立
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
と
共
に
並
び
称
さ
れ
て
き
た
。
実
在
の
土
地
を
絵
画
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
あ
た

か
も
実
際
に
絵
師
が
画
題
の
土
地
に
赴
い
て
実
見
し
た
風
景
を
描
い
た
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
が（6
）、

本
図
は
決
し

て
真
景
図
で
は
な
い
。
あ
え
て
い
え
ば
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ッ
プ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
雪
舟
筆
「
天
橋
立
図
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
絵
師
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
体
感
的
で
初
発
的
な
風
景
の
捉
え
方
や
筆
の
タ
ッ
チ
を
本
図
に
は
見
出
し
が
た
い
。
確

か
に
、（
富
士
山
）、
清
見
寺
、
清
見
関
、
清
見
潟
、
三
保
松
原
、
駿
河
湾
、
伊
豆
連
山
と
い
う
景
観
の
把
握
に
大
き
な
齟
齬
も
な
く
、

松
原
の
松
樹
の
描
き
方
は
い
く
つ
か
描
き
分
け
ら
れ
葉
叢
も
注
意
深
く
描
か
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
自
然
主
義
的
態
度
を
も
っ
て

な
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
本
図
の
描
写
に
は
、
制
作
当
時
共
有
さ
れ
て
い
た
水
墨
画
の
図
様
や
描
法
を
活
用
し
、
イ
メ
ー
ジ
・

マ
ッ
プ
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
絵
師
の
理
知
的
な
構
成
力
が
充
満
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
章
に
お
い
て
富
士
と
三
保
松
原
を
描
い
た
作
例
を
確
認
し
、
本
図
の
も
つ
表
現
内
容
に
つ
い
て
論
を
す
す
め
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
現
存
作
例
と
画
題
の
成
立

Ⅰ

著
色
に
よ
る
現
存
作
例

富
士
を
描
い
た
絵
画（7
）は

、
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
の
秦
致
貞
筆
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
現
存
最
古
の
例

と
し
て
、
説
話
や
物
語
の
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
以
後
、
鎌
倉
期
の
代
表
例
と
し
て
は
円
伊
筆
「
一
遍
聖

絵
」（
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）、
清
浄
光
寺
蔵
）
や
行
顯
筆
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
」（
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）、
真
光
寺
蔵
）、「
伊
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勢
物
語
絵
巻
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
三
保
松
原
を
描
い
た
と
思

わ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
三
保
松
原
を
絵
画
化
し
た
最
も
早
い
遺
品
と
し
て
は
「
男
衾
三
郎
絵
詞
」（
十
三
世
紀
末
、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
第
四
段
浄
見
関
（
清
見
関
）
で
の
観
音
示
現
の
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
原
本
の
成
立
を
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
頃

と
す
る
、
室
町
期
の
作
で
あ
る
頴
川
本
「
山
王
権
現
霊
験
記
絵
巻
」
の
第
二
段
（
兵
庫
県
立
美
術
館

頴
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
で

は
、
登
場
人
物
の
生
ま
れ
で
あ
る
駿
河
国
を
表
す
情
景
と
し
て
、
富
士
と
海
辺
の
松
原
は
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
描
か
れ
方

は
、
絵
巻
で
語
ら
れ
る
場
面
を
説
明
す
る
舞
台
装
置
的
役
割
が
強
い
と
い
え
る
。

時
代
が
下
り
室
町
期
に
な
る
と
、
富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
や
名
所
絵
と
し
て
富
士
と
三
保
松
原
を
描
い
た
屏
風
絵
、
ま
た
水
墨
に
よ

る
現
存
作
例
が
見
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（8
）。

ま
ず
富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
で
あ
る
が
、
元
信
印
「
富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
」（
十
六
世
紀
半
ば
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
蔵

図
2
）

や
同
じ
く
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
蔵
の
静
岡
県
指
定
文
化
財
本
（
十
六
世
紀
半
ば

図
3
）
な
ど
で
は
、
駿
河
湾
を
画
面
最
下
部
に

描
き
、
画
面
上
方
中
央
に
富
士
山
を
頂
く
構
図
を
と
る
。
縦
長
の
掛
幅
画
面
に
お
い
て
は
左
下
隅
に
清
見
関
と
清
見
寺
を
描
き
、
そ

の
右
側
に
三
保
松
原
は
描
か
れ
る（9
）。

管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
に
な
る
と
駿
河
湾
は
描
か
れ
な
く
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
三
保
松
原
も
描
か
れ
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る（10
）。

富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
に
描
か
れ
た
三
保
松
原
は
、
名
所
絵
的
要
素

を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
屏
風
絵
な
ど
の
大
画
面
に
表
さ
れ
た
名
所
絵
と
し
て
の
富
士
三
保
松
原
図
の
作
例
を
、
著
色
作
品
か
ら
み
て
ゆ
く
（
表
1
）。

著
色
で
描
か
れ
た
、
富
士
と
三
保
松
原
を
組
み
合
わ
せ
て
描
く
現
存
最
古
の
屏
風
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
⑴
静
岡
県
立
美
術
館

蔵
の
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」（
図
4
）
で
あ
る
。
人
物
表
現
や
素
朴
な
画
風
、
ま
た
金
箔
や
銀
砂
子
の
加
飾
法
か
ら
室
町
時
代
末

期
（
十
六
世
紀
中
頃
）
の
作
と
さ
れ
る
。
山
桜
咲
く
春
の
景
で
、
駿
河
湾
か
ら
望
む
富
士
山
の
頂
は
、
右
隻
第
四
扇
上
部
に
三
峰
型
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で
大
き
く
描
か
れ
る
。
左
隻
第
四
扇
か
ら
右
隻
第
五
扇
に
か
け
て
、
画
面
下
部
に
は
左
か
ら
松
原
が
伸
び
、
そ
の
突
端
に
は
一
本
松

が
一
際
秀
麗
に
描
か
れ
て
い
る
。
左
隻
中
ほ
ど
の
山
中
に
は
清
見
寺
と
思
わ
れ
る
寺
社
が
見
え
、
そ
の
下
に
は
門
と
番
小
屋
も
描
か

れ
清
見
関
と
確
認
で
き
る
。
左
隻
第
五
、
六
扇
に
は
巴
川
河
口
の
江
尻
宿
も
描
か
れ
て
お
り
、
海
辺
で
働
く
人
々
だ
け
で
な
く
巡
礼

や
遊
山
に
出
か
け
る
人
々
も
表
さ
れ
る
。

⑵「
東
海
道
往
来
図
屏
風
」（
奈
良
県
立
美
術
館
蔵

図
5
）
は
六
曲
一
隻
で
、
画
面
右
か
ら
中
ほ
ど
に
三
保
松
原
、
左
上
部
に
富

士
、
そ
の
下
に
清
見
関
と
清
見
寺
を
描
く
。
富
士
も
大
き
く
三
峰
型
に
描
か
れ
る
が
、
特
徴
的
な
の
は
、
画
面
下
半
分
に
渡
っ
て
描

か
れ
る
東
海
道
を
行
き
交
う
百
名
余
り
の
人
々
の
風
俗
表
現
で
あ
る
。

江
戸
期
に
な
る
と
各
地
の
名
所
を
組
み
合
わ
せ
左
右
隻
に
描
い
た
一
双
屏
風
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
富
士
三
保
松
原
図
も

天
橋
立
図
や
厳
島
図
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
⑷「
富
士
三
保
松
原
・
天
橋
立
図
屏
風
」（
個
人
蔵

図
7
）、
⑸「
厳
島
三
保
松
原
図
屏
風
」

（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵

図
8
）、
⑹「
三
保
松
原
・
厳
島
図
屏
風
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵

図
9
）
の
よ
う
な
作
例
が
あ
り
、
人

気
の
画
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

Ⅱ

水
墨
に
よ
る
現
存
作
例

水
墨
に
よ
る
富
士
図
（
富
嶽
図
）
の
主
な
作
例
を
表
2
に
ま
と
め
た
。

十
五
世
紀
の
作
で
あ
る
①
仲
安
真
康
筆
「
富
嶽
図
」（
根
津
美
術
館
蔵

図
11
）
は
、
縦
長
の
画
面
真
ん
中
上
方
に
大
き
く
外
暈
で

富
士
を
象
り
、
画
面
左
下
か
ら
右
へ
三
保
松
原
を
、
画
面
下
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
左
端
に
清
見
関
の
関
門
を
描
く
。
清
見
関
と
富

士
の
間
に
は
瓦
屋
根
の
建
物
が
描
か
れ
る
が
、
塔
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。
松
樹
は
シ
ル
エ
ッ
ト
風
に
描
か
れ
、
や
や
墨
戯
的
な
雰
囲

気
が
漂
う
。
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⑦
式
部
輝
忠
筆
、
常
庵
龍
崇
賛
「
富
士
八
景
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵

図
17
）
は
連
作
の
富
士
図
と
し
て
は
最
古
と
な
る
作
品

で
、
画
面
の
半
分
以
上
を
雄
大
な
富
士
が
占
め
る
。
三
保
松
原
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
第
二
幅
で
、
画
面
下
部
に
左
か
ら
右
へ
と
松

原
と
砂
嘴
が
伸
び
、
帆
を
孕
ん
だ
船
が
三
隻
小
さ
く
描
か
れ
る
。
常
庵
龍
崇
（
一
四
七
〇
―
一
五
三
六
）
に
よ
る
賛
の
内
容
か
ら
伊

豆
よ
り
見
た
景
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（11
）。

先
ほ
ど
の
建
長
寺
の
画
僧
で
あ
る
仲
安
真
康
の
①「
富
嶽
図
」
も
同
様
に
、
駿
河
か
ら
で
は

な
く
富
士
山
よ
り
も
東
側
の
地
点
か
ら
の
景
で
あ
ろ
う
か
。
各
幅
は
賛
に
合
わ
せ
季
節
や
時
刻
、
富
士
を
望
む
視
点
を
変
え
て
、
瀟

湘
八
景
図
の
遠
浦
帰
帆
や
平
沙
落
雁
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
適
宜
散
り
ば
め
な
が
ら
抒
情
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
っ
さ
り
と
し

た
筆
致
と
八
幅
の
連
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
パ
タ
ー
ン
化
し
た
富
士
図
の
様
相
が
看
取
で
き
る
。
こ
れ
は
③
④
の
相
阿
弥
筆
と
の

伝
承
を
も
つ
富
士
図
連
作
（
図
13
、
図
14
）
と
も
共
通
す
る（12
）。

室
町
期
以
降
の
最
も
著
名
な
作
例
で
あ
る
⑨
伝
雪
舟
筆
、
詹
仲
和
賛
「
富
士
三
保
清
見
寺
図
」（
永
青
文
庫
蔵

図
19
）
で
は
、
画

面
四
分
の
一
程
を
占
め
る
富
士
は
や
や
左
寄
り
に
描
か
れ
、
そ
の
稜
線
が
伸
び
る
右
下
に
控
え
め
に
三
保
松
原
を
描
く
。
山
を
後
ろ

に
控
え
た
清
見
寺
の
寺
内
一
帯
を
表
す
濃
い
墨
色
が
、
画
面
左
下
に
重
心
を
与
え
て
い
る
。
中
景
の
山
の
手
前
、
画
面
左
端
中
ほ
ど

に
は
五
重
の
塔
が
聳
え
る
。
霞
を
棚
引
か
せ
た
富
士
の
山
容
は
外
暈
に
よ
り
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
表
現
は
水
墨
に
よ
る
雪

山
表
現
の
常
套
で
あ
り
、
①
仲
安
真
康
筆
「
富
嶽
図
」
や
⑦
式
部
輝
忠
筆
「
富
士
八
景
図
」
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
三
点
の
富
士
図
の
山
容
は
い
ず
れ
も
三
峰
型
を
と
る
が
、
⑦
式
部
輝
忠
筆
「
富
士
八
景
図
」
の
み
左
右
の
稜

線
が
つ
く
る
角
度
が
鋭
角
で
あ
る
。
①
仲
安
真
康
筆
「
富
嶽
図
」
と
⑨
伝
雪
舟
筆
「
富
士
三
保
清
見
寺
図
」
の
そ
れ
は
直
角
か
ら
や

や
鈍
角
気
味
に
な
り
、
ゆ
っ
た
り
と
中
腹
が
描
か
れ
る
こ
と
で
よ
り
雄
大
な
富
士
を
表
現
し
て
い
る
。

⑨
伝
雪
舟
筆
「
富
士
三
保
清
見
寺
図
」
は
後
世
の
狩
野
探
幽
、
山
雪
を
は
じ
め
と
す
る
狩
野
派
の
学
習
と
変
容
、
ま
た
そ
れ
に
よ

る
図
様
の
定
型
化
に
よ
り
江
戸
期
に
は
数
多
く
の
作
例
を
生
ん
だ（13
）。

そ
の
中
で
も
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
⑩
狩
野
探
幽
筆
「
富
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士
山
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵

図
20
）
は
、
御
用
の
た
め
に
東
海
道
を
何
度
も
往
復
し
数
多
く
の
富
士
図
を
描
い
た
探
幽
の
作
品

の
中
で
も
白
眉
と
し
て
名
高
い
。
狩
野
派
に
よ
る
作
例
は
、
⑨
伝
雪
舟
本
の
直
摸
的
な
作
品
か
ら
⑩
の
探
幽
作
品
に
至
る
ま
で
、
基

本
的
に
は
、
真
ん
中
に
富
士
、
右
に
三
保
松
原
、
左
に
清
見
寺
と
い
う
構
図
を
と
り
、
掛
幅
で
は
三
幅
対
の
も
の
ま
で
制
作
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
こ
の
構
図
は
、
よ
り
横
長
の
画
面
形
式
を
も
つ
屏
風
作
品
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
画
面
形
式
の
特
徴
を

効
果
的
に
用
い
た
作
例
と
し
て
、
狩
野
山
雪
の
作
品
⑪（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵

図
21
）
⑫（
個
人
蔵

図
22
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（14
）。

山
雪
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
屏
風
形
式
の
⑪
⑫「
富
士
三
保
松
原
図
」
は
、
右
隻
に
三
保
松
原
、
左
隻
に
富
士
と
清
見
寺
を
描
く
。

清
見
寺
の
寺
域
は
右
端
か
ら
伸
び
る
松
原
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
ま
た
左
端
で
構
図
の
重
心
を
保
つ
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
水
平
に
広

が
る
画
面
に
安
定
感
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
横
に
広
い
画
幅
を
活
か
し
た
表
現
と
な
り
、
右
に
伸
び
る
富
士
の
稜
線
は
ど
こ

ま
で
も
裾
野
を
広
げ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
富
士
が
併
せ
持
つ
、
空
間
を
支
配
す
る
雄
大
さ
と
優
美
さ
が
よ
く

表
わ
れ
て
い
る
。

Ⅲ

名
所
「
三
保
松
原
」
と
画
題
の
成
立

絵
巻
作
品
で
は
な
い
世
俗
絵
画
に
お
い
て
、
三
保
松
原
が
描
か
れ
た
現
存
作
例
は
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
十
五
世
紀
後
半
よ
り
以

前
に
は
見
出
せ
な
い
。
現
存
作
例
の
な
い
時
代
に
関
し
て
は
、
主
に
家
永
三
郎
氏
、
井
上
研
一
郎
氏
の
史
料
研
究
に
拠
り
な
が
ら
そ

の
様
相
を
探
り
た
い
と
思
う（15
）。

家
永
氏
に
よ
れ
ば
、
中
世
以
前
の
大
画
面
世
俗
絵
画
（
特
に
名
所
絵
、
大
嘗
会
屏
風
）
に
お
い
て
浜
辺
の
景
で
松
が
描
か
れ
た
と

想
定
で
き
る
場
所
は
、
天
橋
立
、
大
淀
浜
、
末
の
松
山
、
住
吉
、
高
砂
、
松
島
な
ど
十
八
ヶ
所
あ
る
が
、
三
保
松
原
の
名
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
続
い
て
中
世
和
歌
集
を
用
い
た
井
上
氏
の
史
料
研
究
に
よ
る
と
、
松
が
詠
ま
れ
て
い
る
浜
辺
の
名
所
と
し
て
は
、
住
吉
、
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高
砂
、
唐
崎
、
大
淀
浦
、
小
松
原
な
ど
が
頻
出
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
三
保
松
原
の
名
は
挙
が
っ
て
こ
な
い
。

ま
た
、
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
に
は
後
鳥
羽
院
に
よ
る
最
勝
四
天
王
院
名
所
襖
絵
制
作
が
行
わ
れ
、
各
地
の
四
十
六
も
の
名
所
が

描
か
れ
る
が
、
採
択
さ
れ
た
の
は
富
士
と
浄
見
関
（
清
見
関
）
の
み
で
三
保
松
原
は
選
ば
れ
な
か
っ
た（16
）。

そ
れ
で
は
三
保
松
原
が
描

か
れ
る
べ
き
対
象
と
な
る
名
所
と
し
て
成
立
す
る
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
と
お
り
富
士
は
『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
歌
枕
と
し
て
し
ば
し
ば
歌
に
詠
ま
れ
、『
伊
勢
物
語
』
東
下
り
の
段
で
は
京
の
都

か
ら
遠
く
離
れ
た
東
国
の
象
徴
と
し
て
登
場
す
る
。
古
代
よ
り
の
関
所
で
あ
る
清
見
関
も
ま
た
同
様
に
、
古
来
よ
り
歌
枕
と
し
て
幾

度
と
な
く
詠
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
安
井
雅
恵
氏
に
拠
れ
ば
、『
万
葉
集
』
に
は
「
三
保
」
を
詠
ん
だ
歌
「
廬
原
の
清
見
の
崎
の
三

保
の
浦
の
ゆ
た
け
き
見
つ
つ
物
思
ひ
も
な
し
」（
田
口
益
人
）
は
み
え
る
が
、
そ
こ
に
松
原
の
景
は
詠
ま
れ
て
お
ら
ず
、
平
安
時
代
に

お
い
て
も
三
保
を
詠
ん
だ
歌
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
と
い
う（17
）。

ま
た
氏
は
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
和
歌
集
や
紀
行
文
に
も

三
保
松
原
は
み
え
ず
、
よ
う
や
く
名
所
と
な
っ
た
の
は
十
三
世
紀
半
ば
と
さ
れ
、
飛
鳥
井
雅
有
（
一
二
四
一
―
一
三
〇
一
）
の
「
清

見
が
た
春
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
見
わ
た
せ
ば

霞
に
た
て
る
み
ほ
の
松
原
」
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
和
歌

デ
ー
タ
ベ
ー
ス（18
）を

用
い
て
み
る
と
、
松
や
松
原
の
景
を
詠
ん
だ
三
保
の
歌
は
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
頻
出
し
て
く
る
。
特
に
南
北
朝
期

に
は
、
そ
の
中
で
も
「
み
ほ
の
ま
つ
ば
ら
」
と
い
う
歌
言
葉
が
頻
出
し
、
確
立
し
て
い
っ
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
安
井
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
京
と
鎌
倉
を
往
還
し
た
人
々
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
始
め
た
三
保
松
原
は
、
十
三
世
紀
半
ば
以
降
に

駿
河
国
の
名
所
歌
枕
と
な
り
一
般
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
し
て
名
所
歌
枕
と
な
っ
た
三
保
松
原
は
謡
曲
『
羽
衣
』
の
舞
台
と
も
な
る
。『
羽
衣
』
の
作
者
は
不
明
だ
が
、
世
阿
弥
（
一
三
六

三
？
―
一
四
四
三
？
）
作
と
の
伝
承
も
あ
り
、
十
五
世
紀
中
頃
に
成
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（19
）。

こ
れ
以
降
三
保
松
原
は
和
歌

だ
け
で
な
く
羽
衣
伝
説
と
い
う
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
纏
い
な
が
ら
、
そ
の
成
立
時
期
の
明
言
は
で
き
な
い
が
、
名
所
絵
の
画
題
と



74

な
る
べ
き
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
育
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、「
三
保
松
原
図
」
に
み
ら
れ
る
図
様

こ
れ
ま
で
の
章
で
は
、
本
図
で
表
さ
れ
て
い
る
土
地
が
名
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
様
相
を
、
現
存
作
例
を
中
心
に
み
て
き

た
。
こ
の
章
で
は
、
名
所
と
し
て
の
三
保
松
原
、
清
見
寺
、
清
見
関
と
い
う
景
が
、
ど
の
よ
う
な
水
墨
画
の
図
様
を
用
い
て
表
現
さ

れ
て
い
る
か
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

墨
で
描
か
れ
た
本
図
の
主
要
な
景
は
、
砂
嘴
の
上
の
松
原
（
三
保
松
原
）、
木
立
に
囲
ま
れ
煙
霞
湧
き
立
つ
寺
内
（
清
見
寺
）、
木

立
に
囲
ま
れ
た
集
落
と
人
物
（
清
見
関
）、
帆
影
と
帆
船
が
進
む
沖
合
、
小
舟
が
浮
か
ぶ
浜
辺
で
あ
る
。
以
下
は
本
図
を
構
成
す
る
主

な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

・
三
保
松
原
―
砂
嘴
、
松
樹

・
清
見
寺
―
林
、
煙
霞
、
塔
、
瓦
屋
根
の
建
物
、
瓦
屋
根
の
門

・
清
見
関
―
林
、
茅
屋
、
門
と
柵
、
集
う
人
々
、
騎
馬
（
騎
驢
）
人
物
と
従
者

・
沖
合
―
帆
影
、
帆
船

・
浜
辺
―
小
舟
に
乗
る
人
物
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Ⅰ

三
保
松
原
―
夏
珪
様
山
水
図
の
転
用
と
景
物
画
的
表
現

先
に
挙
げ
た
水
墨
画
の
現
存
作
例
と
違
っ
て
、
本
図
は
松
樹
モ
チ
ー
フ
に
焦
点
化
し
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
図
が
名

所
景
物
画
、
す
な
わ
ち
名
所
絵
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
図
は
略
筆
に
よ
る
柔
ら
か
な
筆
遣
い
か
ら
行

体
山
水
画
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
松
林
・
松
樹
と
い
う
景
物
の
図
様
に
関
し
て
は
、
真
体
、
す
な
わ
ち
楷
体
山
水
画
の
範
疇
で

描
か
れ
て
き
た
作
品
に
そ
の
類
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

松
原
に
描
か
れ
た
松
樹
モ
チ
ー
フ
を
そ
の
形
態
で
大
別
す
る
と
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は
第
二
幅
の
手
前
の
も
の
や
第

四
幅
の
砂
嘴
突
端
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
左
に
傾
斜
す
る
比
較
的
背
の
低
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
第
三
幅
の
突
出
し
た
二

本
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
緩
や
か
に
湾
曲
し
た
樹
幹
を
も
っ
た
、
人
体
で
た
と
え
る
な
ら
ば
背
が
高
く
腰
高
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。
両

者
は
ど
ち
ら
も
濃
い
筆
致
を
重
ね
て
そ
の
樹
幹
を
塗
り
こ
め
、
姿
態
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
主
な
類
似
作
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。

㋐
伝
夏
珪
筆
「
山
水
図
」
一
幅

畠
山
記
念
館

㋑
芸
愛
筆
「
山
水
図
巻
」
一
巻

文
化
庁

㋒
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
六
曲
一
双

真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院

㋓
伝
周
文
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
六
曲
一
双

香
雪
美
術
館

㋔
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
六
曲
一
双

白
鶴
美
術
館

前
者
の
左
に
傾
斜
す
る
比
較
的
背
の
低
い
タ
イ
プ
で
は
、
㋐
の
ア
ー
チ
型
の
橋
す
ぐ
右
側
の
松
樹
と
第
二
幅
手
前
左
側
の
一
本
松

と
が
似
て
お
り
、
㋒
、
㋓
の
左
隻
の
松
樹
を
反
転
さ
せ
る
と
第
四
幅
の
砂
嘴
突
端
の
松
樹
に
近
い
。
ま
た
㋓
香
雪
本
右
隻
第
五
、
六

扇
近
景
の
木
々
は
、
第
二
幅
手
前
右
側
の
松
樹
に
近
い
図
様
を
み
せ
る
。
後
者
の
背
が
高
い
タ
イ
プ
は
㋐
〜
㋔
の
ど
の
作
品
に
も
み

ら
れ
、
樹
幹
か
ら
根
元
に
か
け
て
の
し
な
や
か
な
反
り
方
に
は
、
描
法
は
違
え
ど
通
底
す
る
形
態
感
覚
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
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類
似
作
例
と
し
て
挙
げ
た
㋐
〜
㋔
は
、
室
町
期
に
楷
体
山
水
画
の
規
範
で
あ
っ
た
夏
珪
様
式
に
基
づ
く
十
五
後
半
か
ら
十
六
世
紀

に
か
け
て
の
作
品
で
あ
る（20
）。

本
図
が
㋐
〜
㋔
と
同
様
に
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
）
以
降
の
中
央
画
壇
の
基
軸
で
あ
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
夏
珪
の
国
本
」
や
そ
れ
を
模
し
た
画
本
か
ら
図
様
を
引
用
し
た
、
も
し
く
は
こ
う
し
た
夏
珪
様
式
に
よ
る
㋐
〜
㋔
の
よ

う
な
作
例
を
さ
ら
に
転
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（21
）。

松
原
や
遠
景
の
汀
の
形
態
に
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
本
や

イ
ェ
ー
ル
大
学
本
「
山
水
十
二
景
図
巻
」
の
う
ち
の
「
煙
村
帰
渡
」
か
ら
の
引
用
と
類
似
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
本
図
が
そ
う
し

た
「
夏
珪
様
」
を
取
り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
一
助
と
な
ろ
う
。

「
夏
珪
様
」
の
図
様
を
行
体
の
柔
ら
か
い
筆
遣
い
で
描
写
し
た
と
こ
ろ
に
本
図
の
妙
味
が
あ
る
の
だ
が
、
手
本
と
同
じ
よ
う
に
松
の

根
上
が
り
の
部
分
を
き
ち
ん
と
描
き
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
絵
師
の
几
帳
面
さ
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
松
葉
の
描
写
は
「
夏
珪
様
」

か
ら
の
引
用
を
避
け
、
牧
谿
筆
「
観
音
猿
鶴
図
」（
大
徳
寺
蔵
）
や
能
阿
弥
筆
「
花
鳥
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
、
牧
谿
画
的
筆
遣
い
を
み
せ
る
。
松
葉
は
主
要
な
枝
ご
と
に
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、「
松
図
屏
風
」（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
著
色
画
に
お
け
る
松
葉
の
形
態
認
識
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
や
ま
と
絵
景
物

画
と
し
て
の
枠
組
み
を
画
中
に
も
た
せ
よ
う
と
し
た
絵
師
の
意
図
と
と
も
に
、
水
墨
画
だ
け
で
な
く
や
ま
と
絵
へ
の
理
解
と
そ
の
制

作
を
行
う
に
足
る
技
量
が
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

Ⅱ

清
見
寺
、
清
見
関
、
沖
合
、
浜
辺
―
―
瀟
湘
八
景
図
と
の
関
連

次
に
清
見
寺
、
清
見
関
、
沖
合
、
浜
辺
の
景
で
用
い
ら
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
本
図
の

こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
は
、
日
本
の
水
墨
山
水
画
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
瀟
湘
八
景
図
モ
チ
ー
フ
と
共
通
す
る
。

中
国
湖
南
省
、
湘
江
と
そ
の
支
流
で
あ
る
瀟
水
の
流
域
一
帯
と
洞
庭
湖
周
辺
の
風
景
を
表
現
し
た
瀟
湘
八
景
は
、
中
国
だ
け
で
な
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く
朝
鮮
・
日
本
で
も
多
く
の
詩
歌
、
絵
画
の
主
題
と
な
っ
た（22
）。

瀟
湘
八
景
図
は
山
市
晴
嵐
、
瀟
湘
夜
雨
、
遠
浦
帰
帆
、
漁
村
夕
照
、

煙
寺
晩
鐘
、
洞
庭
秋
月
、
平
沙
落
雁
、
江
天
暮
雪
と
い
う
八
つ
の
景
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景
を
象
徴
的
に

表
す
モ
チ
ー
フ
の
主
な
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
山
市
晴
嵐
―
酒
旗
、
人
馬
の
往
来
、
山
間
の
市
場
で
語
ら
う
人
々
、
茅
屋
、
湧
き
上
が
る
大
気

・
瀟
湘
夜
雨
―
雨
足
、
雨
に
打
た
れ
煙
る
草
木
、
箕
笠
の
人
物

・
遠
浦
帰
帆
―
帆
船
、
帆
影
、
帆
船
を
迎
え
る
（
眺
め
る
）
人
物

・
漁
村
夕
照
―
網
干
、
釣
り
船
（
釣
り
を
す
る
人
物
）、
投
網
す
る
人
物
、
帰
還
す
る
人
物
、
網
を
繕
い
整
え
る
人
物
、
停
泊
船
、

斜
陽

・
煙
寺
晩
鐘
―
袴
型
の
山
門
、
寺
塔
、
堂
宇
（
屋
根
）

・
洞
庭
秋
月
―
月
、
湖
面
に
映
る
月
、
月
光

・
平
沙
落
雁
―
落
雁
、
羽
を
休
め
る
雁

・
江
天
暮
雪
―
雪
山
、
雪
を
か
ぶ
る
樹
木
や
建
物
、
蓑
笠
の
人
物

本
図
の
景
と
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
八
景
を
挙
げ
る
と
、
清
見
寺
は
煙
寺
晩
鐘
図
、
清
見
関
は
山
市
晴
嵐
図
、
沖
合
の
帆
影

や
帆
船
は
遠
浦
帰
帆
図
、
そ
し
て
浜
辺
の
小
舟
の
表
現
は
漁
村
夕
照
図
と
な
る
。
勿
論
す
べ
て
の
水
墨
山
水
画
が
瀟
湘
八
景
図
を
下

敷
き
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
煙
寺
晩
鐘
の
袴
型
の
山
門
や
寺
塔
、
山
市
晴
嵐
の
酒
旗
、
遠
浦
帰
帆
の
帆
船
や
帆
影
、
漁
村

夕
照
の
網
干
、
平
沙
落
雁
の
落
雁
な
ど
、
情
景
を
表
さ
な
い
ま
で
も
添
景
と
し
て
画
中
に
存
在
す
る
も
の
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
瀟

湘
八
景
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
日
本
の
水
墨
山
水
画
の
作
画
態
度
が
本
図
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
見
寺

や
沖
合
の
表
現
の
よ
う
に
、
煙
寺
晩
鐘
、
遠
浦
帰
帆
の
各
景
を
そ
の
ま
ま
画
面
に
取
り
込
ん
で
い
る
場
合
と
、
清
見
関
や
浜
辺
の
景
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の
よ
う
に
、
本
図
の
景
観
に
馴
染
む
よ
う
瀟
湘
八
景
モ
チ
ー
フ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

清
見
関
の
景
は
、
場
に
集
う
人
物
の
数
を
限
定
し
、
建
物
も
整
然
と
並
ん
で
モ
チ
ー
フ
が
密
集
し
て
お
ら
ず
、
山
市
晴
嵐
図
で
表

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
賑
わ
い
は
な
い
。
こ
こ
で
は
山
市
晴
嵐
の
典
型
的
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
酒
旗
を
描
か
ず
、
山
間
の
市
場
を
林
間
の

関
所
と
し
て
場
面
を
転
換
し
て
い
る
。
ま
た
、
門
近
く
に
従
者
を
連
れ
た
騎
馬
（
騎
驢
）
人
物
を
描
く
こ
と
で
、
人
々
が
往
来
す
る

関
所
を
表
現
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
人
々
が
往
来
す
る
場
と
い
う
同
じ
性
格
を
も
つ
市
場
の
景
を
借
用
し
、
モ
チ
ー
フ
を
限
定
し
な

が
ら
も
そ
の
関
所
と
し
て
の
性
格
を
的
確
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
、
絵
師
の
巧
み
な
着
想
と
洗
練
さ
れ
た
構
成
感
覚
が
窺
え
よ
う
。

ま
た
、
第
四
幅
の
帆
船
、
浜
辺
の
小
舟
に
お
い
て
は
、
清
見
潟
や
海
辺
を
表
す
添
景
と
し
て
の
役
割
が
強
い
。
こ
の
帆
船
は
帰
還
で

は
な
く
出
航
し
て
い
る
様
で
あ
り
、
ま
た
小
舟
の
人
物
た
ち
は
投
網
な
ど
し
て
漁
を
し
て
い
る
様
子
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
遠
浦
帰

帆
や
漁
村
夕
照
と
い
う
画
題
に
は
そ
れ
ほ
ど
縛
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
が
、
水
墨
画
だ
け
で
な
く

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
描
か
れ
た
水
辺
の
風
俗
表
現
と
し
て
、
常
套
の
図
様
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。

清
見
寺
の
景
に
関
し
て
は
、
単
な
る
モ
チ
ー
フ
の
引
用
と
い
う
以
上
に
、
相
阿
弥
筆
大
仙
院
方
丈
室
中
襖
絵
の
「
煙
寺
晩
鐘
図
」

と
の
密
接
な
関
係
が
導
き
出
せ
る（23
）。

相
阿
弥
の
大
仙
院
本
「
煙
寺
晩
鐘
図
」
か
ら
画
面
上
部
の
山
を
省
い
た
寺
内
の
図
様
・
構
成
が

本
図
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
本
図
の
制
作
に
あ
た
っ
て
直
接
典
拠
と
し
た
瀟
湘
八
景
図
の
一
つ
に
、
大
仙
院
方
丈

室
中
襖
絵
も
し
く
は
、
相
阿
弥
が
典
拠
と
し
た
瀟
湘
八
景
図
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
い
。

十
五
世
紀
後
期
の
公
家
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
〜
一
四
八
一
）
の
『
尺
素
往
来
』
に
「
屏
風
者
水
墨
八
景
之
唐
絵
、
請
画
僧
令
写

之
、
障
子
者
彩
色
四
季
之
倭
絵
、
招
絵
所
令
図
之
」
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
に
瀟
湘
八
景
図
は
一
般
的
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
は
屏
風

と
い
う
画
面
形
式
で
あ
れ
ば
、
伝
統
的
な
や
ま
と
絵
の
四
季
絵
や
名
所
絵
で
は
な
く
、
水
墨
画
の
中
で
も
特
に
瀟
湘
八
景
図
を
描
か

せ
る
と
い
う
好
み
が
顕
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
存
す
る
瀟
湘
八
景
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
水
墨
山
水
画
屏
風
の
多
さ
か
ら
み
て
兼
良
個
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人
の
好
み
で
は
な
く
、
遅
く
と
も
十
五
世
紀
後
半
頃
に
は
一
般
化
し
て
く
る
時
代
の
好
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
頃
、

瀟
湘
八
景
図
は
大
画
面
絵
画
に
お
い
て
水
墨
画
を
代
表
す
る
画
題
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
室
町
後
期
屏
風
絵
の
時
代
性
を
鑑
み
る
と
、

画
題
に
お
い
て
や
ま
と
絵
の
範
疇
で
あ
る
名
所
絵
に
組
み
さ
れ
る
本
図
は
、
唐
絵
（
漢
画
）
た
ら
し
め
る
瀟
湘
八
景
の
図
様
を
用
い

る
こ
と
で
、
時
代
性
を
取
り
込
ん
で
い
た
。
ま
た
、
絵
画
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
平
安
の
昔
か
ら
唐
絵
は
や
ま
と
絵
よ
り
も
常

に
高
位
で
あ
っ
た（24
）こ

と
を
加
味
す
れ
ば
、
日
本
の
名
所
を
描
い
た
本
図
に
も
、
ハ
レ
の
場
を
飾
る
高
位
の
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
見
る
者
に
瀟
湘
八
景
図
の
引
用
・
転
用
を
提
示
し
、
名
所
絵
の
水
墨
技
法
に
よ
る
単
な
る
翻
案
と
い
う

解
釈
に
帰
納
し
な
い
本
図
の
作
画
態
度
は
、
そ
う
し
た
作
品
享
受
の
様
相
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
失
わ
れ
た
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」
の
復
元
的
考
察

先
に
挙
げ
た
狩
野
山
雪
筆
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」（
表
2
の
⑪
⑫
）
の
ほ
か
狩
野
探
幽
な
ど
の
狩
野
派
作
品
は
、
い
ず
れ
も
十

七
世
紀
以
降
の
も
の（25
）で

あ
る
が
、
右
隻
に
三
保
松
原
を
、
左
隻
に
富
士
と
清
見
関
・
清
見
寺
一
帯
を
描
く
。
三
保
松
原
は
右
隻
画
面

右
か
ら
左
に
伸
び
、
富
士
が
雄
大
に
裾
野
を
広
げ
る
左
隻
の
左
下
に
、
清
見
関
・
清
見
寺
一
帯
は
配
置
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
右
隻
に

三
保
松
原
、
左
隻
に
富
士
と
い
う
大
枠
の
基
本
構
成
は
本
図
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
図
全
六
幅
を
一
つ
の
画
面
、

す
な
わ
ち
右
隻
と
み
た
場
合
、
清
見
関
・
清
見
寺
の
位
置
は
近
世
の
定
型
と
異
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
、
定
型
を
と
る
作
品
群
に

先
行
す
る
本
図
の
初
発
性
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
本
論
で
は
、
本
図
全
六
幅
を
元
来
の
右
隻
と
み
る
こ
れ
ま
で
の

解
釈
に
疑
問
を
呈
し
、
第
一
か
ら
第
四
幅
ま
で
の
松
原
部
分
を
右
隻
の
（
右
か
ら
数
え
て
）
第
一
扇
か
ら
第
四
扇
、
清
見
関
・
清
見
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寺
を
表
す
第
五
、
第
六
幅
は
左
隻
の
（
右
か
ら
数
え
て
）
第
五
、
第
六
扇
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
試
論
を
提
示
し
た
い
。

本
図
の
先
行
研
究
に
お
い
て
こ
の
点
に
関
す
る
仮
説
は
全
く
発
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
の
構
図
パ
タ
ー

ン
成
立
を
考
え
る
上
で
も
、
絵
画
史
的
に
み
て
意
義
の
あ
る
提
起
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
が
こ
の
仮
説
を
提
起
す
る
理
由
は
五
つ
あ
る
。
第
一
点
は
、
第
四
幅
第
五
紙
の
外
暈
に
よ
る
小
径
表
現
に
齟
齬
が
あ
り
、
当
初

か
ら
第
四
幅
と
第
五
幅
は
続
い
た
画
面
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
展
覧
会
会
場
で
の
観
覧
の
み
で
実
作
品
を
精
査
し
て

い
な
い
た
め
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
が（26
）、

一
見
騎
馬
（
騎
驢
）
人
物
と
そ
の
従
者
が
歩
い
て
き
た
と
思
わ
れ
る
第
四
幅
の
小
径
を

表
す
暈
し
は
、
第
五
幅
最
下
部
に
面
的
に
処
理
さ
れ
た
水
墨
と
の
連
携
が
見
出
し
が
た
い
（
図
23
）。
第
四
幅
の
暈
し
は
、
第
一
、
二

幅
最
下
部
に
跨
る
、
同
じ
く
外
暈
に
よ
る
海
岸
線
の
表
現
と
同
種
の
墨
の
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
る
。
第
一
、
二
幅
最
下
部
と
第
五
幅
最

下
部
の
比
較
に
よ
っ
て
も
、
墨
色
の
違
い
は
見
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
保
松
原
の
地
面
や
外
暈
に
よ
る
汀
の
表
現
と
、
第
六
幅
の

手
前
の
土
坡
や
第
五
幅
最
下
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
水
墨
に
よ
る
面
的
な
筆
致
に
は
共
通
性
が
み
ら
れ
る
が
、
第
四
幅
最
下
部
の
暈

し
は
そ
れ
ら
と
違
っ
て
、
全
体
的
に
ざ
ら
つ
い
て
か
す
れ
た
よ
う
な
潤
い
の
な
い
墨
色
で
あ
る
。
本
図
の
高
精
細
画
像
を
見
る
と
、

ち
ょ
う
ど
第
四
幅
の
こ
の
部
分
は
紙
の
左
端
で
痛
み
が
目
立
つ
箇
所
で
あ
る
が
、
本
紙
が
欠
損
し
て
い
る
部
分
に
も
わ
ず
か
に
墨
色

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
図
24
）。
ま
た
欠
損
し
た
紙
の
縁
を
象
る
よ
う
に
墨
だ
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
よ
り
（
図
25
）、
こ
の
小
径

を
表
す
暈
し
は
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
第
一
、
二
幅
最
下
部
の
暈
し
部
分
も
同
様
の
後
補
と
思
わ
れ
る
あ
と
が
確
か
め
ら
れ

る
。
第
四
幅
最
下
部
の
後
補
の
時
期
と
、
本
図
が
屏
風
か
ら
掛
軸
に
改
装
さ
れ
た
時
期
が
同
じ
で
あ
っ
た
か
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
か

は
判
断
が
つ
き
か
ね
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
後
補
は
、
六
扇
分
の
画
面
が
失
わ
れ
た
後
に
、
残
さ
れ
た
六
幅
を
も
っ
て
画
面
を
形

成
し
観
賞
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（27
）。

第
二
点
目
の
理
由
と
し
て
、
左
隻
に
富
士
の
み
を
描
い
た
場
合
、
一
双
屏
風
と
し
て
の
構
図
の
破
綻
が
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。



伝能阿弥筆「三保松原図」の復元的考察81

現
在
は
安
定
し
た
構
図
の
一
端
を
担
う
第
五
、
六
幅
の
清
見
関
・
清
見
寺
一
帯
が
、
本
図
全
六
幅
を
右
隻
と
し
た
場
合
、
屏
風
一
双

か
ら
な
る
画
面
全
体
の
中
心
部
分
に
き
て
し
ま
い
、
構
図
上
重
心
が
偏
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
清
見
関
と
清
見
寺
の

景
は
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
る
べ
き
本
紙
の
中
に
納
ま
る
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
描
か
れ
、
左
側
に
続
く
画
面
に
連
関
で
き
る
ほ
ど
の
構

図
上
の
導
線
を
も
っ
て
は
い
な
い
。
現
在
私
た
ち
が
目
に
す
る
本
図
が
創
り
出
す
あ
る
種
完
結
し
た
空
間
の
表
現
は
、
た
と
え
富
士

だ
け
が
力
強
く
雄
大
な
姿
で
描
か
れ
た
と
し
て
も
、
一
双
屏
風
と
い
う
画
面
形
式
で
は
構
図
上
の
均
衡
を
保
つ
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
幅
は
画
面
の
左
端
、
つ
ま
り
は
一
双
屏
風
左
隻
の
左
端
に
お
い
て
、
右
隻
か
ら
始
ま
る
松
原
の
左
向
性
を

受
け
止
め
、
画
面
を
完
結
さ
せ
る
役
割
を
担
う
べ
き
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
三
点
目
と
し
て
、
こ
の
二
幅
が
左
隻
の
左
下
隅
に
あ
る
べ
き
表
現
上
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
清
見
関
・
清
見
寺
一
帯
が

俯
瞰
視
点
で
捉
え
ら
れ
、
画
面
左
下
隅
に
か
た
ま
っ
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
鑑
賞
す
る
際
に
私
た
ち
は
、
三
保
松
原
の
汀
表

現
に
誘
導
さ
れ
な
が
ら
右
隻
か
ら
左
隻
に
目
を
移
す
。
そ
の
と
き
、
俯
瞰
視
点
で
描
か
れ
た
対
象
が
塊
と
な
っ
て
位
置
す
る
画
面
左

下
隅
に
視
線
が
集
中
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
富
士
の
頂
が
よ
り
一
層
壮
麗
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
高
嶺
を
表
現
す
る
た
め

に
画
面
上
部
中
ほ
ど
に
富
士
の
山
頂
は
描
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
富
士
の
山
頂
を
清
見
関
・
清
見
寺
の
景
か
ら
目
を
移
す
と
き
、

そ
の
鑑
賞
の
視
線
は
、
画
面
左
下
隅
か
ら
そ
の
右
斜
め
上
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
視
線
の
移
動
は
、
ま
さ
に
高
き
富
士

を
遠
望
し
仰
ぎ
見
る
か
の
よ
う
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
よ

り
大
観
的
に
景
観
を
表
す
こ
と
の
で
き
る
屏
風
絵
だ
か
ら
こ
そ
効
果
的
に
表
現
で
き
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
好
例
と
し
て
、
表
2
⑩

⑪
の
狩
野
山
雪
筆
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

続
い
て
四
点
目
の
理
由
と
し
て
は
、
前
に
み
て
き
た
現
存
作
例
（
表
1
、
表
2
）
に
お
い
て
、
清
見
関
・
清
見
寺
（
ど
ち
ら
か
一

方
の
み
も
含
む
）
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
富
士
を
基
準
と
し
て
画
面
の
左
側
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
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い
。
こ
れ
は
三
保
松
原
の
砂
嘴
の
伸
び
る
向
き
に
関
わ
ら
ず
で
あ
る（28
）。

徳
川
家
康
に
よ
っ
て
街
道
が
整
備
さ
れ
た
後
、
江
戸
期
の
作
例
で
あ
る
が
、
江
戸
か
ら
京
ま
で
の
各
宿
場
と
周
辺
の
景
観
を
描
い

た
東
海
道
図
屏
風
は
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
よ
う
で
遺
品
も
多
い（29
）。

こ
れ
ら
に
お
い
て
も
富
士
は
画
面
上
部
に
配
さ
れ
、
富
士
が
位
置

す
る
よ
り
も
画
面
下
方
に
東
海
道
と
駿
河
湾
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
横
長
の
画
面
上
、
富
士
を
基
準
に
し
て
向
か
っ
て
右
は

江
戸
（
東
国
）、
左
は
京
と
い
う
位
置
関
係
と
な
る
。
こ
う
し
た
二
次
元
上
の
京
と
東
国
の
位
置
関
係
は
、
江
戸
期
以
前
の
人
々
に
も

共
有
さ
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ッ
プ
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
表
1
、
表
2
の
作
例
に
お
い
て
も
、
富

士
よ
り
も
京
に
近
い
清
見
関
・
清
見
寺
の
辺
り
は
、
富
士
よ
り
も
画
面
左
寄
り
に
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
図
が
、
そ
う
し
た
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ッ
プ
と
は
新
奇
の
構
図
を
持
ち
、
左
隻
一
面
に
雄
大
な
富
士
の
み
を
描
い
た
屏
風
絵

で
あ
っ
た
可
能
性
も
勿
論
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
清
見
関
・
清
見
寺
一
帯
が
決
し
て
富
士
よ
り
も
左
に
描
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理

由
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
図
の
も
つ
あ
る
種
理
知
的
な
画
面
構
成
や
表
現
を
鑑
み
る
に
、
人
々
が
共
有
し
て
き
た
そ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
・
マ
ッ
プ
に
抗
っ
た
構
図
は
取
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

最
後
に
五
点
目
の
理
由
は
、
本
図
を
納
め
る
古
箱
蓋
表
の
墨
書
に
あ
る
。
そ
の
全
文
は
前
述
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
「
富
士
三
穗
屏

風
棬
十
二
牧
（
マ
マ
）中

六
幅

能
阿
弥
筆
」
と
あ
る
記
述
か
ら
、
能
阿
弥
筆
と
の
伝
承
の
あ
る
現
存
す
る
六
幅
は
、「
富
士
三
保
松
原
図
」

六
曲
屏
風
の
一
隻
を
な
す
「
三
保
松
原
図
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
記
述
か
ら
は
、
本
図
六
幅
が
か
つ
て
六
曲

屏
風
を
形
成
し
て
い
た
パ
ネ
ル
の
う
ち
の
六
枚
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
六
幅
で
一
隻
を
な
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
必
ず
し
も
本
図
全
六
幅
を
一
隻
と
み
な
さ
な
く
と
も
よ
い
理
由
が
生
ま
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
本
論
で
は
、
本
図
は
か
つ
て
、
右
隻
に
三
保
松
原
、
左
隻
に
は
富
士
を
、
そ
し
て
そ
の
裾
野
の
左
下
に
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清
見
関
・
清
見
寺
一
帯
を
配
す
る
と
い
う
構
図
を
も
つ
六
曲
屏
風
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。
失
わ
れ
た
富
士
図
は
、
左
隻
中
央
に
当

た
る
第
三
扇
目
あ
た
り
上
方
に
三
峰
型
の
頂
で
外
暈
を
用
い
て
描
か
れ
た
と
想
定
し
た
い
。
そ
し
て
、
同
じ
く
現
在
失
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
右
隻
第
五
、
六
扇
の
第
二
紙
あ
た
り
に
は
、
遠
景
と
し
て
狩
野
山
雪
作
品
（
表
2
⑪
⑫
）
の
よ
う
に
愛
鷹
山
が
描
か

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
図
第
一
幅
か
ら
第
四
幅
の
最
下
部
に
描
か
れ
た
茅
屋
や
樹
叢
が
、
失
わ
れ
た
右
隻
第

五
、
六
扇
に
か
け
て
も
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
、
本
図
第
五
幅
の
清
見
関
前
の
小
径
は
失
わ
れ
た
左
隻
第
四
扇
か
ら
続
い
て
い
た
と
考

え
る
。
こ
れ
に
よ
り
画
面
中
央
の
駿
河
湾
と
い
う
水
景
を
囲
ん
で
景
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
広
々
と
し
た
湾
と
空
を
表

す
た
め
に
、
帆
船
や
飛
翔
す
る
雁
の
群
れ
が
配
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
た
い
。
本
論
に
お
け
る
復
元
案
（
図
26
）
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
本
図
は
室
町
後
期
山
水
屏
風
が
携
え
て
き
た
「
西
湖
図
の
枠
組
み
―
内
海
の
イ
メ
ー
ジ
―
（
30
）」

を

も
つ
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

本
図
の
作
者
に
つ
い
て
は
本
論
で
は
検
証
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
沿
っ
て
十
六
世
紀
前
半
頃
制
作
と
の
目
安

を
も
っ
て
考
察
を
続
け
た
。
伝
承
作
者
の
能
阿
弥
は
も
と
よ
り
、
相
阿
弥
、
単
庵
智
伝
、
是
庵
と
い
っ
た
阿
弥
派
画
人
の
少
な
い
現

存
作
品
か
ら
は
、
な
か
な
か
そ
の
筆
者
特
定
の
決
め
手
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
相
阿
弥
は
、
大
仙
院
方
丈
室
中
襖

絵
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
の
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
な
ど
比
較
対
象
と
な
り
う
る
大
画
面
作
品
が
遺
っ
て
い
る
。
し
か
し
相

阿
弥
作
品
と
本
図
の
間
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
同
じ
図
様
も
見
う
け
ら
れ
る
が
、
絵
師
の
筆
癖
や
嗜
好
と
も
い
え
る
個
人
様
式
の
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違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
無
根
樹
の
幹
に
お
け
る
形
態
把
握
の
仕
方
や
運
筆
法
、
墨
色
の
潤
い
と
い
っ
た

描
写
方
法
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
本
図
の
作
者
が
い
か
に
大
画
面
の
絵
画
を
構
成
す
る
た
め
の
方
法
論
と
構
成
力
を
も
っ
て
い
た
か

が
顕
れ
て
く
る
。
そ
の
明
快
で
理
知
的
な
構
成
力
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
本
図
は
大
仙
院
方
丈
室
中
襖
絵
制
作
以
後
、
相
阿
弥
以

降
の
絵
師
に
よ
る
も
の
で
な
い
だ
ろ
う
か（31
）。

ま
た
松
樹
の
描
写
に
関
し
て
先
述
し
た
よ
う
に
、
作
者
が
水
墨
画
だ
け
で
な
く
著
色
画
、

や
ま
と
絵
へ
の
理
解
と
そ
の
制
作
を
行
う
に
足
る
技
量
を
備
え
た
絵
師
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
き
た
制
作
年

代
よ
り
も
下
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
職
業
画
人
が
台
頭
し
て
く
る
十
六
世
紀
後
半
ま
で
可
能
性
を
拡
げ
て
検
証
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
本
図
を
制
作
さ
せ
た
注
文
主
の
比
定
と
そ
の
制
作
意
図
に
関
し
て
は
、
や
は
り
駿
河
今
川
氏
、
清
見
寺
を
手
掛
か
り
に
詳
ら
か

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う（32
）。

作
者
、
制
作
年
代
の
想
定
と
併
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註

（
1
）
本
図
の
作
品
解
説
、
お
よ
び
主
な
論
考
は
以
下
を
参
照
。

・
藤
懸
静
也
「
三
保
松
原
に
就
て
」『
国
華
』
七
二
九
号
、
一
九
五
二
年

・
大
西
廣
「
歌
の
視
角
・
絵
の
視
角
一
三

三
保
の
松
原
」『
短
歌
研
究
』
三
八
巻
六
号
、
一
九
八
一
年

・
千
方
可
「
伝
能
阿
弥
「
三
保
松
原
図
」
考
―
和
と
漢
、
実
景
と
伝
習
の
狭
間
―
」
第
五
十
六
会
美
術
史
学
会
全
国
大

会
口
頭
発
表
（
於
関
西
学
院
大
学
）、
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
三
日

・
今
村
采
香
「
伝
能
阿
弥
《
三
保
松
原
図
》
へ
の
視
座
―
制
作
意
図
に
関
す
る
一
仮
説
―
」
美
術
史
学
東
支
部
オ
ン
ラ

イ
ン
例
会
口
頭
発
表
、
二
〇
二
一
年
九
月
二
十
五
日

今
村
氏
の
発
表
内
容
に
関
し
て
は
相
澤
正
彦
教
授
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
な
お
本
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
発
表
趣
旨

の
み
美
術
史
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・『
水
墨
美
術
大
系
』
第
六
巻
（
金
澤
弘
氏
に
よ
る
作
品
解
説
）、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
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・『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
二
巻
（
大
西
廣
氏
に
よ
る
作
品
解
説
）、
講
談
社
、
一
九
七
八
年

・『
日
本
美
術
絵
画
全
集
』
第
六
巻
（
衛
藤
俊
氏
に
よ
る
作
品
解
説
）、
集
英
社
、
一
九
七
九
年

・『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
展
図
録
（
山
下
裕
二
氏
に
よ
る
作
品
解
説
）、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年

・『
日
本
水
墨
名
品
図
譜
』
第
二
巻
（
山
下
裕
二
氏
に
よ
る
作
品
解
説
）、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年

・『
日
本
美
術
全
集
』
第
十
三
巻
（
山
下
裕
二
氏
に
よ
る
作
品
解
説
）、
講
談
社
、
一
九
九
三
年

・
山
下
裕
二
「
室
町
後
期
山
水
画
論
―「
真
景
」
の
枠
組
み
・
内
海
の
イ
メ
ー
ジ
│
」『
国
華
』
一
二
〇
一
号
、
一
九
九
五
年

（
2
）
註
1
の
藤
懸
、
金
澤
、
大
西
、
衛
藤
の
四
氏
、
お
よ
び
島
尾
氏
は
、
相
阿
弥
（
？
〜
一
五
二
五
）
活
躍
期
お
よ
び
そ
の

弟
子
の
時
代
を
本
図
の
制
作
期
と
さ
れ
る
。

・
島
尾
新
『
水
墨
画
―
能
阿
弥
か
ら
狩
野
派
へ
』（
日
本
の
美
術
三
三
八
号
）、
至
文
堂
、
一
九
九
四
年

ま
た
註
1
の
山
下
氏
は
『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
展
図
録
解
説
に
お
い
て
、
画
面
上
部
の
金
泥
引
き
か
ら
能
阿
弥
筆
の

可
能
性
を
示
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
相
阿
弥
活
躍
期
以
降
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
千
氏
は
註
1
の
口

頭
発
表
に
お
い
て
、
様
式
比
較
上
で
は
相
阿
弥
の
弟
子
に
あ
た
る
単
庵
智
伝
が
作
者
と
し
て
最
も
近
い
こ
と
を
提
示

し
、
十
六
世
紀
前
半
制
作
説
を
再
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
千
氏
の
発
表
も
含
め
、
発
表
媒
体
の
制
約
が
厳
し
い
こ
と

も
あ
り
、
十
分
な
論
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

（
3
）
所
蔵
先
の
兵
庫
県
立
美
術
館
剣
持
翔
伍
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
な
お
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
六
月
二
十

七
日
に
本
図
は
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
作
品
名
称
、
員
数
、
所
蔵
者
、
制
作
年
代
、
寸
法
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

紙
本
墨
画
三
保
松
原
図

六
幅

兵
庫
・
頴
川
徳
助
氏
蔵

室
町
時
代

　
　
　

両
端
二
幅

各
一
五
四
・
六
×
五
四
・
七
㎝
、
中
四
幅

各
一
五
四
・
六
×
五
九
・
〇
㎝

ま
た
、
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
の
写
真
資
料
に
記
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
、
九
鬼
隆
一
氏
（『
尚
美
資
料
』
第
九
編
第

三
輯
、
一
九
一
八
年
掲
載
）、
藤
井
徳
義
氏
（『
国
華
』
七
二
九
号
、
一
九
五
二
年
掲
載
）、
荻
原
安
之
助
氏
（
一
九
五

四
年
七
月
九
日
撮
影
）、
平
尾
喜
三
郎
氏
（
そ
の
他
記
載
な
し
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
氏
が
か
つ
て
所
蔵
者
で
あ
っ
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た
こ
と
が
窺
え
る
。
画
面
及
び
体
裁
の
大
き
な
改
変
は
現
存
す
る
写
真
・
図
版
資
料
を
基
に
す
る
限
り
、
九
鬼
家
所
蔵

以
後
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
九
鬼
家
か
ら
頴
川
美
術
館
ま
で
の
間
の
所
蔵
先
の
考
証
は
本
論
で
は
行
わ
な
い
。

（
4
）
筆
者
は
、
第
二
幅
か
ら
第
三
幅
に
か
け
て
の
遠
山
の
図
様
が
途
切
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
制
作
時
の
体

裁
に
関
し
て
襖
絵
等
の
可
能
性
も
検
討
し
て
み
た
が
、
本
文
に
記
し
た
と
お
り
、
紙
継
ぎ
の
ず
れ
や
引
き
手
跡
な
ど
の

積
極
的
な
論
拠
と
な
る
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
こ
の
可
能
性
は
低
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
画
面
最
下
部

の
対
岸
の
景
の
切
り
詰
ま
っ
た
印
象
は
残
る
。
改
装
時
に
よ
る
多
少
の
ト
リ
ミ
ン
グ
が
あ
っ
た
こ
と
は
必
ず
し
も
否
定

で
き
な
い
。

（
5
）
註
1
大
西
氏
論
考
。

（
6
）
註
1
の
論
文
に
お
い
て
藤
懸
氏
は
「
こ
の
図
は
描
写
の
上
か
ら
見
て
、
実
景
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
は
れ
な

い
」
と
さ
れ
、
室
町
時
代
に
お
い
て
「
日
本
の
風
景
を
実
写
す
る
」
本
図
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
千
氏
は
註

1
前
掲
口
頭
発
表
に
お
い
て
、
本
図
の
松
樹
の
描
写
と
、
現
在
の
現
地
を
自
ら
撮
影
し
た
写
真
と
を
比
較
し
、
実
景
に

接
し
た
絵
師
の
情
感
が
い
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
説
か
れ
た
。

（
7
）
富
士
図
の
系
譜
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。

・
澤
田
章
「
富
士
の
美
術
」『
富
士
の
研
究
Ⅳ

富
士
の
文
学
・
美
術
・
遺
蹟
』
右
者
出
版
、
一
九
七
三
年

・
成
瀬
不
二
雄
『
日
本
絵
画
の
風
景
表
現
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年

・
片
桐
弥
生
「
室
町
時
代
の
富
士
図
扇
面
―
五
山
僧
の
見
た
富
士
山
―
」『
日
本
文
化
研
究
』
一
三
号
、
二
〇
〇
一
年

・『
描
か
れ
た
東
海
道
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年

・『
特
別
展

世
界
遺
産
登
録
記
念

富
士
山
―
信
仰
と
芸
術
―
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
山
梨
県
立
博
物
館
、

二
〇
一
五
年

（
8
）
註
7
前
掲
論
文
に
お
い
て
片
桐
氏
は
、
室
町
期
に
お
け
る
扇
面
に
描
か
れ
た
富
士
図
を
遺
品
と
詩
文
集
か
ら
検
討
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、
五
山
僧
の
間
で
よ
く
作
ら
れ
た
富
士
を
題
材
と
し
た
漢
詩
は
、
富
士
図
扇
面
へ
の
着
賛
と

い
う
形
で
多
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
富
士
図
扇
面
の
遺
品
に
は
三
保
松
原
か
と
思
わ
れ
る
松
原
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が
描
か
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
扇
面
と
い
う
限
ら
れ
た
形
状
お
よ
び
大
き
さ
に
起
因
す
る
画
面
構
成
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
本
論
で
は
大
画
面
絵
画
に
お
け
る
三
保
松
原
図
に
限
り
考
察
を
進
め
た
。

（
9
）
元
信
印
本
は
ま
る
で
州
浜
の
よ
う
に
松
原
が
画
面
中
央
最
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
10
）
富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
に
関
し
て
は
、
以
下
の
展
覧
会
図
録
を
参
照
。

・『
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
』
展
図
録
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年

・
註
7
『
特
別
展

世
界
遺
産
登
録
記
念

富
士
山
―
信
仰
と
芸
術
―
』
展
図
録
。

（
11
）
「
其
二

山
雖
極
高
廣
、
非
白
雪
以
覆
之
、
則
徒
与
西
崑
差
肩
尓
。
雪
雖
至
積
層
、
非
大
／
山
以
戴
之
、
則
又
与
北
臺

抗
顔
尓
。
宜
哉
、
以
雪
増
山
之
雄
壮
、
以
山
添
雪
之
／
威
厳
也
。
為
報
豆
州
人
、
望
此
山
者
、
雖
専
宜
夏
、
莫
若
冬
景

最
佳
矣
」（
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
『
禅
林
画
賛
』、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）

（
12
）
関
東
水
墨
画
の
画
人
に
よ
る
表
2
①
②
⑦
は
『
関
東
水
墨
画

型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
に
解
説
が
あ
り
、
⑦
第
二
幅

と
⑧
が
同
図
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
図
に
よ
っ
て
は
、
何
ら
か
の
粉
本
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
」
と
の
指

摘
が
あ
る
。

・
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
編
『
関
東
水
墨
画

型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年

（
13
）
⑨
伝
雪
舟
筆
「
富
士
三
保
清
見
寺
図
」
の
模
本
は
、
註
7
『
特
別
展

世
界
遺
産
登
録
記
念

富
士
山
―
信
仰
と
芸

術
―
』
展
図
録
に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
主
な
論
文
以
下
に
挙
げ
る
。

・
山
下
善
也
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
伝
雪
舟
筆
「
富
士
三
保
清
見
寺
図
」
の
受
容
と
変
容
」『
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
│
日

本
画
の
精
華
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
一
九
九
二
年

・
同
「
探
幽
筆
富
士
山
図
に
お
け
る
学
習
と
工
夫
」『
美
術
史
』
一
三
六
号
、
一
九
九
四
年

・
同
「「
富
士
三
保
松
原
図
」
の
図
様
伝
播
―
狩
野
派
を
中
心
に
」『
写
し
の
力
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年

・
松
島
仁
「
富
士
山
と
徳
川
将
軍
―
狩
野
派
絵
画
か
ら
読
み
解
く
イ
メ
ー
ジ
の
政
治
学
」『
聚
美
』
一
八
号
、
二
〇
一
六
年

（
14
）
・
山
下
善
也
「
静
岡
県
蔵
狩
野
山
雪
筆
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」
六
曲
一
双
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
を
中
心
に
―
」

『
古
美
術
』
七
一
号
、
一
九
八
四
年
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・
同
「
狩
野
山
雪
筆
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」―
図
様
の
源
流
と
革
新
性
に
つ
い
て
―
」『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
』

二
号
、
一
九
八
四
年

（
15
）
・
家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全
史
』
改
訂
版
、
墨
水
書
房
、
一
九
六
六
年
（
初
版
は
高
桐
書
院
よ
り
一
九
四
六
年
）

・
井
上
研
一
郎
「
中
世
や
ま
と
絵
考

和
歌
史
料
に
よ
る
検
討
」『
美
術
史
学
』
二
号
、
一
九
七
九
年

（
16
）
・
千
野
香
織
「
名
所
絵
の
成
立
と
展
開
」『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
十
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
〇
年

・
藤
原
重
雄
「
行
事
絵
・
名
所
絵
と
し
て
の
最
勝
光
院
御
所
障
子
絵
―
法
金
剛
院
と
の
か
か
わ
り
」『
美
術
史
』
一
四

八
号
、
一
九
九
九
年

（
17
）
・
安
井
雅
恵
「
名
所
な
ど
こ
ろ
（
六
）
富
士
三
保
松
原
―
駿
河
湾
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
―
」『
茶
道
雑
誌
』
六
月
号
、
一

九
九
九
年

（
18
）
・https: /

/lapis.nichibun.ac.jp
/w

aka /m
enu.htm

l

（
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
五
日
参
照
）

（
19
）
・『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
五
八

謡
曲
集
①
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年

・
高
橋
貢
「
謡
曲
『
羽
衣
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
相
模
国
文
』
二
〇
号
、
相
模
原
女
子
学
園
国
文
研
究
会
、
一
九
九
三
年

・
三
多
田
文
恵
「
謡
曲
『
羽
衣
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
」『
安
田
女
子
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
八
集
、
二
〇
〇
二
年

（
20
）
夏
珪
様
式
お
よ
び
そ
の
室
町
水
墨
画
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。

・
井
手
誠
之
輔
「
夏
珪
様
式
試
論
」『
哲
学
年
報
』
四
四
号
、
一
九
八
五
年

・
山
下
裕
二
「
夏
珪
と
室
町
水
墨
画
」『
日
本
美
術
史
の
水
脈
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
三
年

・
相
澤
正
彦
『
関
東
水
墨
画

型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
総
説

な
お
現
在
㋑
〜
㋔
に
関
し
て
は
作
者
が
ほ
ぼ
比
定
さ
れ
て
い
る
。

㋑
芸
愛
＝
小
栗
宗
継
（
山
本
英
男
「
藝
愛
試
論
」『
學
叢
』
二
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）

㋒
天
遊
松
谿
（
神
谷
浩
氏
に
よ
る
作
品
解
説
、
お
よ
び
山
下
裕
二
「
中
世
水
墨
障
屏
画
小
史
」『
日
本
美
術
全
集
』
第

十
三
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）

㋓
岳
翁
（
城
市
真
理
子
『
室
町
水
墨
画
と
五
山
文
学
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
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㋔
相
澤
氏
は
「
小
栗
宗
継
の
様
式
を
引
い
て
い
る
可
能
性
が
強
い
」
と
い
う
山
本
英
男
氏
の
見
解
を
『
関
東
水
墨
画
型

と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
総
説
の
註
8
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
「
夏
珪
の
国
本
」
お
よ
び
画
本
に
関
し
て
は
、
前
掲
註
20
の
山
下
、
相
澤
両
氏
の
論
文
に
拠
る
。

（
22
）
瀟
湘
八
景
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。

・
太
田
孝
彦
「
室
町
時
代
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
―
受
容
と
制
作
に
み
る
そ
の
形
式
化
に
つ
い
て
―
」『
芸
術
論
究
』

三
編
、
一
九
七
五
年

・
渡
辺
明
義
『
瀟
湘
八
景
図
』
一
二
四
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
六
年

・
戸
田
禎
佑
「
瀟
湘
八
景
と
水
墨
山
水
図
屏
風
」『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
二
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年

・
大
西
廣
「
水
墨
山
水
画
屏
風
に
つ
い
て
の
対
話
―
相
阿
弥
の
四
季
山
水
図
を
観
な
が
ら
―
」『
日
本
屏
風
絵
集
成
』

第
二
巻
、
一
九
七
八
年

・
長
岡
（
久
松
）
由
美
子
「
御
物
海
北
友
松
筆
網
干
図
屏
風
に
つ
い
て
―
瀟
湘
八
景
か
ら
の
独
立
と
そ
の
時
代
性
―
」

『
美
術
史
』
一
二
三
号
、
一
九
八
八
年

・
鈴
木
廣
之
「
瀟
湘
八
景
の
受
容
と
再
生
産
―
十
五
世
紀
を
中
心
と
し
た
絵
画
の
場
―
」『
美
術
研
究
』
三
五
八
号
、

一
九
九
三
年

・
畑
靖
紀
「
失
わ
れ
た
瀟
湘
八
景
図
を
め
ぐ
っ
て
」『M

U
SE

U
M

』
五
六
九
号
、
二
〇
〇
〇
年

・
堀
川
貴
司
『
瀟
湘
八
景

詩
歌
と
絵
画
に
見
る
日
本
化
の
様
相
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年

（
23
）
相
阿
弥
お
よ
び
大
仙
院
方
丈
室
中
襖
絵
に
関
し
て
は
主
に
以
下
の
論
文
を
参
照
。

・
源
豊
宗
「
相
阿
弥
の
作
風
」『
美
学
論
究
』
四
号
、
一
九
六
六
年

・
太
田
孝
彦
「
大
仙
院
方
丈
室
中
瀟
湘
八
景
図
襖
絵
―
相
阿
弥
の
史
的
位
置
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」『
美
術
史
』
八

六
号
、
一
九
七
二
年

・
註
22
大
西
氏
論
文
。

・
小
川
裕
充
「
大
仙
院
方
丈
襖
絵
考
（
上
）（
中
）（
下
）―
方
丈
襖
絵
の
全
体
計
画
と
東
洋
障
壁
画
史
に
占
め
る
そ
の
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史
的
位
置
（
一
）―
」『
国
華
』
一
一
二
〇
〜
一
一
二
二
号
、
一
九
八
九
年

・
亀
井
若
菜
「
大
仙
院
方
丈
室
中
山
水
図
襖
絵
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
一
二
九
号
、
一
九
九
一
年

（
24
）
・
秋
山
光
和
「「
唐
絵
」
と
「
や
ま
と
絵
」」『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年

（
25
）
狩
野
探
幽
筆
「
富
士
三
保
松
原
図
屏
風
」
六
曲
一
双
（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）、
同
「
富
士
図
屏
風
」
六
曲
一
双
（
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
）、
狩
野
常
信
筆
「
富
嶽
清
見
寺
図
屏
風
」
六
曲
一
双
（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館

蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
26
）
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
所
蔵
先
で
あ
る
兵
庫
県
立
美
術
館
の
御
厚
意
に
よ
り
本
図
の
高
精
細
画
像
を
御
提
供
い
た
だ
い

た
。
ま
た
嵯
峨
美
術
短
期
大
学
山
本
英
男
教
授
に
は
、
本
図
細
部
の
高
精
細
画
像
の
御
提
供
な
ら
び
に
多
く
の
御
高
配

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
27
）
第
四
幅
と
第
五
幅
の
第
二
、
三
紙
に
刷
か
れ
た
金
泥
に
関
し
て
も
、
や
や
連
携
が
見
出
し
が
た
い
。
ま
た
第
四
幅
左
端

と
第
五
幅
右
端
の
、
本
紙
の
傷
み
方
の
違
い
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

（
28
）
三
保
松
原
の
砂
嘴
の
伸
び
る
向
き
は
、
海
上
か
ら
の
眺
め
で
あ
る
か
、
駿
河
国
の
陸
上
（
現
静
岡
市
清
水
区
あ
た
り
）

か
ら
の
眺
め
で
あ
る
か
の
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）
註
7
『
描
か
れ
た
東
海
道
』
展
図
録
参
照
。

（
30
）
註
1
山
下
氏
論
文
。

（
31
）
今
村
采
香
氏
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
に
お
い
て
、
夏
珪
の
モ
チ
ー
フ
が
相
阿
弥
の
筆
墨

法
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
は
本
論
に
お
け
る
本
図
の
図
様
お
よ
び
表
現
解
釈

に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
再
度
検
証
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

・
今
村
采
香
「
相
阿
弥
様
式
へ
の
一
試
論
―
筆
様
よ
り
統
合
へ
―
」『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
三
〇
号
、
二
〇

二
一
年

（
32
）
島
尾
新
氏
は
、
⑨
永
青
文
庫
本
の
描
写
に
は
従
来
説
か
れ
て
き
た
よ
り
正
確
で
多
く
の
現
地
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
大
き
く
描
か
れ
た
清
見
寺
が
主
題
の
中
心
で
あ
り
、
注
文
主
も
こ
れ
に
関
わ
る
と
の
仮
説
を
述
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べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仮
説
は
本
図
の
注
文
主
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

・
島
尾
新
「
雪
舟
筆

富
士
三
保
清
見
寺
図
の
主
題
」『
富
士
山
学
』
第
二
号
、
二
〇
二
二
年

﹇
画
像
提
供
な
ら
び
に
図
版
出
典
﹈

図
1

兵
庫
県
立
美
術
館
よ
り
画
像
提
供

図
4
、
9
、
17
、
20
、
21

静
岡
県
立
美
術
館
よ
り
画
像
提
供

図
23
、
24
、
25

山
本
英
男
氏
よ
り
画
像
提
供

図
2
、
3
、
11
、
12
、
15
、
18

中
野
好
夫
・
成
瀬
不
二
雄
『
百
富
士
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
二
年

図
5
『
描
か
れ
た
東
海
道
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年

図
6
『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
展
図
録
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年

図
7
、
10
『
家
康
＋
富
士
山

新
発
見
「
富
士
三
保
清
見
寺
図
屏
風
」
を
め
ぐ
る
一
考
察
』
展
図
録
、
静
岡
県
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年

図
8
『
水
―
神
秘
の
か
た
ち
』
展
図
録
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
五
年

図
13
、
14
『
聚
美
』
二
九
号
、
聚
美
社
、
二
〇
一
八
年

図
16

ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
、
辻
惟
雄
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

日
本
美
術
調
査
図
録

第
一
次
調
査
／
仏
画
・
仏

像
・
仏
具
・
袈
裟
・
能
面
・
水
墨
画
・
初
期
狩
野
派
・
琳
派

図
版
編
』
講
談
社
、
一
九
九
七
年

図
19
『
細
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
│
日
本
画
の
精
華
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
一
九
九
二
年

図
22
『
富
士
山
―
信
仰
と
芸
術
―
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
・
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
年

﹇
附
記
﹈
本
稿
は
二
〇
〇
五
年
三
月
に
提
出
し
た
修
士
論
文
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
す
。
相
澤
正
彦
先
生
に
は
、
筆
者
が

一
度
研
究
を
離
れ
て
い
た
折
も
、
長
き
に
亘
り
本
稿
執
筆
を
お
奨
め
い
た
だ
き
御
指
導
賜
り
ま
し
た
。
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図 1　伝能阿弥筆「三保松原図」 6幅　兵庫県立美術館　頴川コレクション蔵
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図 2 元信印「富士参詣曼荼羅図」1幅　
富士山本宮浅間大社蔵

図 3　「富士参詣曼荼羅図」 1幅　
富士山本宮浅間大社蔵
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表 1　著色による富士図、富士三保松原図の屏風絵作例

番号 時代 作者 作品名 員数 材質 所蔵

清見寺／清見
関の描かれた
位置（富士を
基準として）

三保松原の
描かれる向
き

図番号

⑴ 16世紀中頃 富士三保松原図屏風 6曲 1双 紙本著色 静岡県立美術館 左 左から右へ 図 4

⑵ 16世紀中頃
～後半 東海道往来図屏風 6曲 1隻 紙本著色 奈良県立美術館 左 右から左へ 図 5

⑶ 16世紀後半 伝狩野永徳 富士山杉樹図屏風 6曲 1双 紙本著色 金刀比羅宮博物館 なし なし 図 6

⑷ 17世紀 富士三保松原・天橋立
図屏風 6曲 1双 紙本著色 個人 左 右から左へ 図 7

⑸ 17世紀 厳島三保松原図屏風 6曲 1双 紙本著色 サントリー美術館 左 右から左へ 図 8

⑹ 17世紀前半
～半ば 三保松原・厳島図屏風 6曲 1双 紙本著色 静岡県立美術館 左 左から右へ 図 9

⑺
17世紀
（1650～
1670頃）

富士三保清見寺図屏風 6曲 1双 紙本著色 静岡県富士山世界
遺産センター 左 右から左へ 図10

表 2　水墨による富士図、富士三保松原図の作例

番号 時代 作者 作品名 員数 材質 所蔵

清見寺／清見
関の描かれた
位置（富士を
基準として）

三保松原の
描かれる向
き

図番号

① 15世紀後半 仲安真康 富嶽図 1幅 紙本墨画 根津美術館 左 左から右へ 図11

② 延徳 2年
（1490）

伝賢江祥啓筆
子純得么賛 富嶽図 1幅 紙本墨画 東京国立博物館 なし なし 図12

③ 伝相阿弥筆
伝策彦周良賛 富士図 4幅対 紙本墨画 徳川美術館 なし なし 図13

④ 伝相阿弥筆
伝策彦周良賛 富士図 3幅

（元 4幅対） 紙本墨画 個人 なし なし 図14

⑤ 是庵 富嶽図 1幅 紙本墨画 京都国立博物館 なし なし 図15

⑥ 是庵 富嶽図 1幅 紙本墨画 ボストン美術館 なし 右から左へ 図16

⑦ 享禄 3年
（1530）頃

式部輝忠筆
常庵龍崇賛

富士八景図
（第 2幅）

8幅対の
うち 1幅 紙本墨画 静岡県立美術館 なし 左から右へ 図17

⑧ 伝狩野元信夫人 富士三保松原図 1幅 紙本墨画 個人 なし 左から右へ 図18

⑨ 16世紀 伝雪舟筆
詹仲和賛 富士三保清見寺図 1幅 紙本墨画 永青文庫 左 右から左へ 図19

⑩ 寛文 7年
（1667） 狩野探幽 富士山図 1幅 紙本墨画

淡彩 静岡県立美術館 左 右から左へ 図20

⑪ 17世紀前半 狩野山雪 富士三保松原図屏風 6曲 1双 紙本墨画
金泥引 静岡県立美術館 左 右から左へ 図21

⑫ 17世紀前半 狩野山雪 富士三保松原図屏風 6曲 1双 紙本墨画 個人 左 右から左へ 図22
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図 4　「富士三保松原図屏風」 6曲 1双　静岡県立美術館蔵

図 5　「東海道往来図屏風」 6曲 1隻　奈良県立美術館蔵

図 6　伝狩野永徳筆「富士山杉樹図屏風」 6曲 1双　金刀比羅宮博物館蔵
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図 7　「富士三保松原・天橋立図屏風」 6曲 1双　個人蔵

図 8　「厳島三保松原図屏風」 6曲 1双　サントリー美術館蔵
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図 9　「三保松原・厳島図屏風」 6曲 1双　静岡県立美術館蔵

図10　「富士三保清見寺図屏風」 6曲 1双　静岡県富士山世界遺産センター蔵
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図11　仲安真康筆「富嶽図」 1幅　
根津美術館蔵

図12　伝賢江祥啓筆、子純得么賛
「富嶽図」1幅　東京国立博物館蔵
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図13　伝相阿弥筆、伝策彦周良賛「富士図」 4幅　徳川美術館蔵
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図14 伝相阿弥筆、伝策彦周良賛「富士図」 3 幅　
個人蔵

図15 是庵筆「富嶽図」 1 幅　
京都国立博物館蔵

図16 是庵筆「富嶽図」 1 幅　
ボストン美術館蔵



伝能阿弥筆「三保松原図」の復元的考察105

図17 式部輝忠筆、常庵龍崇賛
「富士八景図」8幅対のうち第 2幅　
静岡県立美術館蔵

図18　伝狩野元信夫人筆　元秀印
「富士三保松原図」 1幅　個人蔵
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図21　狩野山雪筆「富士三保松原図屏風」 6曲 1双　静岡県立美術館蔵

図19　伝雪舟筆、詹仲和賛「富士三保清見寺図」 1幅　永青文庫蔵
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図20　狩野探幽筆「富士山図」 1幅　静岡県立美術館蔵
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図22　狩野山雪筆「富士三保松原図屏風」 6曲 1双　個人蔵
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図23　伝能阿弥筆「三保松原図」第 4幅、第 5幅（部分）
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図24　伝能阿弥筆「三保松原図」第 4幅（部分）
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図25　伝能阿弥筆「三保松原図」第 4幅（部分・拡大）
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図26　「三保松原図」復元図
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